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リバース式拡底杭工法（JSHR工法）の施工報告
Bell pile by reverse circulation (JSHR method) execution report
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要　　約

本工事は，静岡県浜松市の JR浜松駅より徒歩 5分圏内に位置する共同住宅（246戸）及び商業・業
務施設を主用途とした第一種市街地再開発事業である．
建物は地上 30階建て鉄筋コンクリート造であり，場所打ちコンクリート杭を採用している．
当初より着工時期が遅れたことにより工期短縮が命題であった．本報告では，工期短縮を目的とした

リバース式拡底杭工法（JSHR工法）の施工結果について報告する．
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§1．はじめに

本工事を行う旭・板屋地区は，戦後復旧土地区画整理
事業により基盤整理されたが，駅周辺の整備状況と比べ
ると旧態依然としていたことから，市街地再開発事業に
より土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新
を図り，これにより駅正面に都市拠点を形成する．併せ
て周辺地区との機能結節を図り，中心市街地の活性化に
寄与することを目的としている．B地区および C地区は
すでに事業を完了しており，残すは A地区のみとなって
いる．配置計画図を図―1に示す．

§2．工期短縮への取り組みについて

2―1　工事の課題及びその背景
本工事は，当初設計の建物内自走式駐車場から建物内

機械式立体駐車場への変更及び制振壁の追加により構造
評定の審査時期が遅れ，工程短縮への取組みが必要であ
った．
場所打ちコンクリート杭の工法を見直し，今回採用し

たリバース式拡底式工法（JSHR工法）の施工結果を報
告する．

2―2　対策の検討と施工計画
当初，拡底掘削をアースドリル掘削機にて計画してい
た．工期短縮するにあたり，アースドリル掘削機を 2台
に増やす計画を検討したが，アースドリル機 2台・クロ
ーラークレーン 3台を配置することは施工範囲が狭く困
難であり，拡底掘削を短縮できるリバース工法の採用を＊西日本（支）浜松建築（工）

図―1　配置計画図
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検討した．今回採用した JSHR工法は，協力会社でもあ
るジャパンパイル㈱にとっても開発してから初めての実
施工であった．ここで，JSHR工法について述べる．

⑴　JSHR工法の開発の経緯
現在，場所打ち杭拡底工法は拡底径の大型化が進み 5 

mを超える工法も出現してきたが，アースドリル拡底工

法は掘削した土砂をバケットに沈降し取り込むことに時
間を要し，拡底掘削に多くの時間を割いている．さらに，
拡底縁端部のスライム除去に複雑な機構を使用している
ためトラブルの原因になりやすく，スライム処理に時間
を要するにも関わらず，十分にスライムの除去が出来て
いないのではないかという不信感を払しょくできている
とは言い難い状況である．そこで，こういった問題を解
決すべく，リバース工法による拡底杭工法は開発された
ものである．

⑵　JSHR工法の特徴
JSHR工法は，杭の軸部を通常の場所打ちコンクリー
ト杭工法で使用される掘削機（オールケーシング・リバ
ース・アースドリル）によって支持層の所定の深度まで
掘削した後，JSHR拡底掘削機を用いてリバース工法に
よって拡底掘削し，杭先端を拡大することで高い支持力
を得る工法である．
特徴としては，拡底掘削と同時に，そのまま継続して
スライム吸引することにより，拡底部底面全域のスライ
ム除去が可能となり，高品質な杭の構築が可能である．
また，N値 <100程度の砂層，砂礫層の支持層であれば，
アースドリル拡底に比べ 6～8倍の速度で拡底掘削が出
来るため，拡底径・拡底率が大きくなると，拡底時間が
短縮できる．JSHRリバース掘削機のポンプは，スライ
ムクリーナーの約 4倍の能力を有しているため，拡底掘
削完了後のスライム処理時間もアースドリル拡底に比べ
早く，大幅な工期短縮が可能である．
適応可能なコンクリート及び拡底掘削機の種類と適応
範囲について図―2に示す．

⑶　リバース式拡底杭工法（JSHR工法）とアースドリ
ル式拡底杭工法との比較
それぞれの工法についてメリット・デメリットを表―
1に示す．これらの特徴と当現場での工程・支持層の種
別・杭径を鑑みた場合に，十分検討できると判断した．
まず，工程を短縮するためのポイントとして 1つ目は，
水槽の配置検討であった．JSHR工法は安定液を多く使図―2　掘削機の種類と適応範囲

表―1　リバース式拡底杭工法とアースドリル式拡底杭工法との比較

リバース式拡底杭工法（JSHR工法） アースドリル式拡底工法

メ
リ
ッ
ト

・軸部の掘削方法は種類を問わない．
・スライム処理に要する時間が，アースドリル工法と比較して大幅に短縮できる．
・拡底掘削時間がアースドリル工法と比較して大幅に短縮できる．（メリットが大き
くなるのは拡底径 4.1 m以上）

・N値＜100程度の砂層，砂礫層の支持層に有効である．
・全周回転掘削機による障害物撤去後継続して施工でき，埋戻し土，残土処分のコ
ストが削減できる．

・一番安価な工法である．
・掘削機の保有数が多く施工実績が多い．
・仮設が容易で準備期間が少ない．
・敷地境界近傍でも施工が可能．

デ
メ
リ
ッ
ト

・アースドリル工法と比べ泥水処理量が多く，泥水処分費が多くかかる．
・安定液を多く使用するために，大型タンクが必要になり，敷地にスペースが必要．
・拡底掘削機の保有数が少ない．
・必要な機材が多い．
・機材及び水配管等の設備準備に時間がかかる．

・拡底掘削に時間を要する．
・スライム処理に時間を要する．
・大礫，玉石等の地盤の掘削が困難．
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図―3　配置計画図

図―4　サイクル工程の比較
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用するため，大型タンクを配置する必要があり，水槽の
移動をした場合に多くの時間を要する懸念があったが，
500 m3の円形タンクや水槽を建屋外に全て配置するこ
とによりタンクを移動する必要のない配置計画とした．
今回は，軸部の掘削をリバース工法で行うと更にタンク
が必要となるため，軸部掘削をアースドリル工法で検討
した．配置計画図を図―3に示す．

2つ目にリバース式拡底杭工法とアースドリル式拡底
杭工法の工程を比較検討した．リバース工法は拡底掘削
中に安定液を循環させるため，スライム処理に要する時
間が短縮できる．そのため，ケーシング建込・掘削・拡
底・生コン打設の 4つの作業が同時並行で可能となり，
施工計画の効率化を図ることができた．リバース式拡底
杭工法とアースドリル式拡底杭工法のサイクル工程の比
較を図―4に示す．

§3．施工結果

当現場は，表層ケーシング深さ GL-12 mまでクラムシ
ェルにて掘削，GL-36.5 mまでアースドリルにて軸部掘
削，リバースにて拡底掘削を行った．

500 m3の円形タンクと 7機の水槽を設置し，敷地境界
際にリバース用配管を設置した．
重機は 150 tと 100 tのクローラークレーン，アースド

リル掘削機，パワージャッキ 2台，スイングジャッキ 1

台，バックホウ 1台，クラム 1台を使用した．施工状況
を写真―1に示す．
施工は，1日目にスイングジャッキにてケーシング（ス

タンドパイプ）を建込み，2日目にアースドリル軸部掘
削，3日目にリバース拡底掘削，4日目に鉄筋籠・鋼管建

込み・コンクリート打設，5日目にケーシング（スタン
ドパイプ）引き抜きという流れで，5日/本の施工を行っ
た．実施した施工サイクル工程を図―5，施工ステップ
断面図を図―6，それに関連した写真を写真―2，写真―
3に示す．
施工中の問題点と改善点として，当初はパワージャッ
キ 1台とスイングジャッキ 1台で施工を進めていたが，
ジャッキの取外しや移動に多くの時間を要したため，パ
ワージャッキを 1台追加することで，段取りに費やした
時間を短縮した．また，支持層の砂地盤の上にある固結
粘性土層が，拡底ビット（写真―4）の上部 2～3 mに該
当し，当初は拡底掘削に半日近く時間を要したが，拡底
ビットの爪に小さい爪を取付けて食い込みが良くなるよ
うに改善することで拡底掘削時間を短縮した（写真―5）．

写真―1　施工状況

図―5　サイクル工程図
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図―6　施工ステップ断面図

写真―3　サイクル工程2

写真―2　サイクル工程1
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§4．おわりに

リバース式拡底杭工法（JSHR工法）は，現場職員だ
けでなく専門業者も実施工が初めてであり，施工手順や
打設順序について多くの時間を割いて検討を重ねた．こ
のため，当初は残業が続く日もあったが，現場職員・協
力会社の頑張りにより，予定していた工期を守ることが
できた．

写真―5　拡底ビット改善状況写真―4　拡底部ビット




